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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

　30年3月期第２四半期 27,590 17.9 2,221 22.5 2,180 23.8 1,407 3.4

　29年3月期第２四半期 23,397 ― 1,813 ― 1,760 ― 1,361 ―

(注) 包括利益 30年３月期第２四半期 1,466百万円 ( 7.4％) 29年３月期第２四半期 1,366百万円 ( ―％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年3月期第２四半期 98 95 ―

29年3月期第２四半期 95 66 ―
(注)１．当社は、平成29年３月期第１四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成29年３月期第２四半

期の対前年同四半期増減率の記載を行っておりません。
２．当社は、平成29年２月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っておりますが、前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。
３．当連結会計年度より役員向け業績連動型株式報酬制度を導入しております。当該制度に係る信託が保有する

当社株式は、四半期連結貸借対照表において自己株式として計上しております。また、１株当たり四半期純
利益の算定過程における期中平均株式数の計算において、自己株式として取り扱っております。

　
（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年3月期第２四半期 46,645 12,224 25.3

29年3月期 37,084 11,775 30.7

(参考) 自己資本 30年３月期第２四半期 11,795百万円 29年３月期 11,376百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― ― ― 64 00 64 00

30年３月期 ― 35 00

30年３月期(予想) ― 35 00 70 00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 66,900 30.5 5,230 26.6 5,030 25.8 3,350 15.8 235.78

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 －社 (社名)、除外 －社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期２Ｑ 14,232,500株 29年３月期 14,232,500株

② 期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 41,344株 29年３月期 ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 14,224,604株 29年３月期２Ｑ 14,232,500株

（注）当社は、平成29年２月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っておりますが、29年３月期の期首に

当該株式分割が行われたと仮定し、29年３月期２Ｑの期中平均株式数（四半期累計）を算定しております。ま

た、当連結会計年度より役員向け業績連動型株式報酬制度を導入しております。当該制度に係る信託が保有す

る当社株式は、期中平均株式数の計算において、自己株式として取り扱っております。

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開

示時点において金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業活動の持ち直しや、個人消費の回復基調が続くとともに、

日経平均株価も２万円台を回復するなど、景気は緩やかな回復基調となりました。

　当社グループが所属する住宅業界は、東京五輪の選手村着工や分譲住宅着工数の増加などにより、需要は緩やかな

回復基調となりました。

　このような経営環境の下、当社グループは、「豊かで楽しく快適な暮らしの創造」を経営理念に掲げ、「高品質だ

けど低価格」な分譲住宅・注文住宅の提供などに引続き注力してまいりました。注文住宅事業については、法人向け

に注力し従来の個人向け注文住宅の人員は分譲住宅事業を行う体制に変更いたしました。また、株式取得により平成

29年４月より株式会社旭ハウジング及び同社の子会社である株式会社アルスを連結子会社といたしました。なお、平

成29年11月1日にＩＴの戦略的導入のための行動指針を制定し、次世代型不動産業を確立させ、不動産テックでより良

い社会の構築を図ることに注力してゆくことを決定いたしました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、前第２四半期連結累計期間と比較し4,193,506千円増加の

27,590,683千円となりました。販売費及び一般管理費は、売上高増加に伴う仲介手数料の増加を主因として287,865千

円増加したものの営業利益は、売上総利益の増加により前第２四半期連結累計期間と比較し408,096千円増加の

2,221,164千円となりました。経常利益は、不動産取得税還付金が14,233千円増加したことなどにより前第２四半期連

結累計期間と比較し419,664千円増加の2,180,466千円となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、前第２

四半期連結累計期間に発生した段階取得に係る差益92,340千円が当第２四半期連結累計期間には無かったこと、前第

２四半期連結累計期間に発生した固定資産売却益32,580千円が当第２四半期連結累計期間は5,056千円となったことな

どを主因として、前第２四半期連結累計期間と比較し46,070千円増加の1,407,570千円となりました。

なお、当第２四半期連結累計期間において株式取得により、株式会社旭ハウジング及び同社の子会社である株式会

社アルスを連結子会社といたしました。これに伴い当社グループは、当社及び連結子会社11社により構成されること

となりました。また、株式会社旭ハウジングが営む事業は、注文住宅販売、土地販売、分譲住宅販売、リフォームな

どの不動産業であります。報告セグメントについては、大きな変更はなく、株式会社旭ハウジングを単独の事業とし、

「分譲住宅事業」「注文住宅事業」「中古住宅事業」「よかタウン事業」「旭ハウジング事業」の５事業としており

ます。

セグメント別の業績は、以下のとおりであります。なお、「マンション販売事業」は、当第２四半期連結累計期間

に売上高等が無くなったため報告セグメントより除いております。

① 分譲住宅事業

分譲住宅事業につきましては、「デザインのケイアイ」を標榜し住宅ローンが家賃以下となる販売価格の設定を

行い、より「高品質だけど低価格」な住宅を提供することに引き続き取り組んでまいりました。また、土地の仕入

れから販売までの期間を短縮することによる回転率を重視した経営や、工期短縮や工程改善などによるコスト低減

を推進するとともに、地場不動産仲介業者との関係を強化し、土地の仕入れ強化やアウトソースによる販売強化を

引き続き行ってまいりました。なお、 注文住宅事業の人員を分譲事業にシフトすることによる販売強化を行ってま

いりました。

　以上の結果、販売棟数は前第２四半期連結累計期間と比較し168棟増加の838棟(土地販売含む)となり、当事業の

売上高は、前第２四半期連結累計期間と比較し3,702,972千円増加の21,724,674千円となりました。営業利益は、仲

介手数料の増加はあったものの380,923千円増加の2,483,289千円となりました。

② 注文住宅事業

注文住宅事業につきましては、部署を増設し不動産業者向けの注文住宅「フィットプロ」の受注拡大に注力いた

しました。なお、個人向け規格型注文住宅である「はなまるハウス」については分譲事業の強化を図るため人員を

分譲事業にシフトいたしました。

以上の結果、販売棟数は前第２四半期連結累計期間と比較し7棟減少の134棟となり、当事業の売上高は、前第２

四半期連結累計期間と比較し231,262千円減少の1,842,675千円、営業利益は50,671千円減少の253,422千円となりま

した。
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③ 中古住宅事業

中古住宅事業につきましては、市場環境を注視して、地場不動産業者等を通じた仕入れを厳選の上行ってまいり

ました。販売につきましては引き続き、リフォーム後に販売する一般中古住宅事業を中心に事業を推進しておりま

す。なお、当事業につきましては、子会社であるケイアイスターデベロップメント株式会社が行っており当第２四

半期連結累計期間より積極的な仕入れを行っております。

以上の結果、販売棟数が前第２四半期連結累計期間と比較し4棟減少の17棟となり、当事業の売上高は、前第２四

半期連結累計期間と比較し64,831千円減少の389,758千円、営業利益は32,467千円減少の21,182千円となりました。

④ よかタウン事業

同社は、注文住宅及び土地の販売を主要な事業として行っております。注文住宅は、自由設計型の注文住宅及び

規格型注文住宅である「はなまるハウス」を主力に事業展開を行っております。また、分譲住宅についても積極的

に開発を進めております。

　以上の結果、注文販売棟数は前第２四半期連結累計期間と同じく94棟、分譲住宅は16棟増加の34棟、分譲住宅に

注力しているため土地販売区画数は18区画減少の49区画となり当事業の売上高は前第２四半期連結累計期間と比較

し514,976千円増加の3,032,950千円、営業利益は154,757千円増加の177,965千円となりました。

⑤ 旭ハウジング事業

同社は、神奈川県を中心に分譲住宅、土地販売、リフォームなどを主要な事業として行っております。また、分

譲住宅については積極的な開発を推進しております。

　以上の結果、分譲住宅が3棟、中古住宅が3棟、注文住宅が1棟、土地販売区画数は1区画となりリフォーム事業と

合わせて当事業の売上高は432,372千円となりました。営業損益は、株式の取得関連費用48,696千円を販売費及び一

般管理費に計上したこと、連結時価評価でたな卸資産が評価益となったものが売上計上されたことに伴い売上原価

が8,976千円増加したことなどにより83,895千円の損失となりました。なお、当第２四半期連結累計期間より連結子

会社となったことにより報告セグメントに追加したため、前第２四半期連結累計期間との比較分析は行っておりま

せん。

⑥ その他事業

その他事業につきましては、不動産賃貸業、不動産仲介事業などを行ってまいりました。

　以上の結果、当事業の売上高は、300,657千円、営業利益は189,996千円となりました。

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当社グループの損益は、上期に比較し下期に売上高及び各段階利益が増加する傾向にあります。当第２四半期連結累

計期間の業績は、売上高が27,590,683千円、経常利益が2,180,466千円となりいずれも過去最高となりました。当連結会

計年度の業績については、当社が、前連結会計年度において売上が好調に推移したことにより分譲住宅の完成在庫数が

減少したこと及び土地の仕入れが前第４四半期に集中し増加したことなどにより例年と比較し、さらに、第３四半期か

ら第４四半期連結会計期間(下期)にかけて売上が集中することが予測されております。受注につきましては前年を上回

り順調に推移しており、また、当第２四半期連結累計期間の利益も予算を上回って進捗しておりますが、現時点におき

まして平成29年５月12日に発表いたしました業績予想について変更はありません。なお、詳細につきましては、本日発

表の「平成30年３月期第２四半期決算補足説明資料 第２四半期業績進捗の傾向と通期業績予想に関して」をご参照く

ださい。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,841,604 5,968,756

完成工事未収入金 9,908 14,827

販売用不動産 10,497,910 14,166,657

仕掛販売用不動産 12,925,104 20,905,073

未成工事支出金 660,652 863,652

その他 984,130 1,161,733

貸倒引当金 △9,041 △9,033

流動資産合計 33,910,268 43,071,666

固定資産

有形固定資産 2,595,782 2,813,256

無形固定資産

のれん 238,256 342,530

その他 58,529 66,269

無形固定資産合計 296,785 408,799

投資その他の資産 281,620 351,726

固定資産合計 3,174,188 3,573,782

資産合計 37,084,456 46,645,448

負債の部

流動負債

電子記録債務 536,198 707,675

工事未払金 3,969,715 4,233,871

短期借入金 13,933,469 24,000,393

1年内償還予定の社債 36,400 56,400

1年内返済予定の長期借入金 862,214 814,814

未払法人税等 866,005 719,781

賞与引当金 276,800 212,094

その他 1,876,387 2,123,653

流動負債合計 22,357,192 32,868,684

固定負債

社債 86,400 68,200

長期借入金 2,763,710 1,379,732

資産除去債務 63,403 64,136

その他 38,003 39,881

固定負債合計 2,951,516 1,551,951

負債合計 25,308,708 34,420,635
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 821,050 821,050

資本剰余金 1,727,835 1,727,835

利益剰余金 8,830,122 9,326,812

自己株式 － △77,428

株主資本合計 11,379,008 11,798,270

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △2,849 △2,781

その他の包括利益累計額合計 △2,849 △2,781

非支配株主持分 399,588 429,323

純資産合計 11,775,747 12,224,813

負債純資産合計 37,084,456 46,645,448
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 23,397,176 27,590,683

売上原価 18,928,569 22,426,114

売上総利益 4,468,607 5,164,569

販売費及び一般管理費 2,655,539 2,943,404

営業利益 1,813,068 2,221,164

営業外収益

受取利息 388 205

受取配当金 314 384

不動産取得税還付金 53,964 68,198

その他 37,301 29,738

営業外収益合計 91,969 98,526

営業外費用

支払利息 125,272 125,516

その他 18,962 13,707

営業外費用合計 144,235 139,224

経常利益 1,760,802 2,180,466

特別利益

固定資産売却益 32,580 5,056

段階取得に係る差益 92,340 －

保険解約返戻金 60,480 －

特別利益合計 185,402 5,056

特別損失

固定資産除却損 － 1,158

特別損失合計 － 1,158

税金等調整前四半期純利益 1,946,204 2,184,365

法人税、住民税及び事業税 569,397 674,235

法人税等調整額 11,799 43,284

法人税等合計 581,196 717,519

四半期純利益 1,365,008 1,466,845

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,507 59,275

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,361,500 1,407,570
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 1,365,008 1,466,845

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,008 68

その他の包括利益合計 1,008 68

四半期包括利益 1,366,016 1,466,913

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,362,508 1,407,638

非支配株主に係る四半期包括利益 3,507 59,275

決算短信（宝印刷） 2017年11月10日 10時03分 9ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



ケイアイスター不動産株式会社(3465) 平成30年３月期 第２四半期決算短信

7

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他

(注)１

調整額

(注)２

四半期連結損

益計算書計上

額(注)３
分譲住宅

事業

注文住宅

事業

中古住宅

事業

マンション

販売事業

よかタウン

事業
計

売上高

外部顧客への

売上高
18,021,701 2,073,938 454,590 189,500 2,517,973 23,257,704 139,472 － 23,397,176

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ － － － － － 145,951 △145,951 －

計 18,021,701 2,073,938 454,590 189,500 2,517,973 23,257,704 285,424 △145,951 23,397,176

セグメント利益 2,102,365 304,094 53,649 7,377 23,208 2,490,694 88,815 △766,442 1,813,068

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業、不動産仲介事業

等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、各セグメントに帰属しない全社費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他

(注)１

調整額

(注)２

四半期連結損

益計算書計上

額(注)３
分譲住宅

事業

注文住宅

事業

中古住宅

事業

よかタウン

事業

旭ハウジング

事業
計

売上高

外部顧客への

売上高
21,724,674 1,842,675 389,758 3,032,950 432,372 27,422,431 168,251 － 27,590,683

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ － － － － － 132,405 △132,405 －

計 21,724,674 1,842,675 389,758 3,032,950 432,372 27,422,431 300,657 △132,405 27,590,683

セグメント利益

又は損失(△)
2,483,289 253,422 21,182 177,965 △83,895 2,851,964 189,996 △820,795 2,221,164

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業、不動産仲介事業

等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、各セグメントに帰属しない全社費用であります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

前第２四半期連結累計期間の報告セグメントとしておりました「マンション販売事業」は、当第２四半期連結累計

期間に売上高等が無くなったため報告セグメントより除いております。なお当第２四半期連結累計期間のセグメント

情報に与える影響はありません。また、株式取得により、株式会社旭ハウジングを連結子会社としたことに伴い、旭

ハウジング事業を報告セグメントに追加しております。
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